
１．同和問題の認知時期

■　問21 （1） 同和問題について、はじめて知ったのはいつでしたか。（○は１つ）

第7章　同和問題について

22.4

17.9

10.8

17.1

21.1

4.8

5.9

0 10 20 30

１２歳まで

１３歳～１５歳のころ

１６歳～１８歳のころ

１９歳以降

おぼえていない

「同和問題」のことは知らない

不明

（総数 849人）
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２．同和問題の認知経路

■　問21 （2）　同和問題について、どのようにして知りましたか。（○は１つ）

29.3

4.1

2.9

4.7

28.2

9.4

2.9

7.1

0.5

8.7

2.1

0 10 20 30 40

家族、親戚の人から聞いた

近所の人から聞いた

学校の友達から聞いた

職場の人から聞いた

学校の授業で教わった

講演会、研究会などで聞いた

県・市町村の広報で読んだ

テレビ・映画・新聞・本などで知った

その他

おぼえていない

不明

（総数 758人）
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３．同和問題の原因や背景

■　問22　同和問題の原因や背景として、思い当たるのは次のどれですか。（○は３つまで）

35.9

54.9

9.9

7.0

50.4

23.1

12.1

10.4

8.6

2.6

2.1

0 10 20 30 40 50 60

家族、親戚から伝えられる偏見・差別意識

地域の人から伝えられる偏見・差別意識

職場などで伝えられる偏見・差別意識

インターネットなどの情報媒体で伝えられる

偏見・差別意識

社会全体に残る差別意識

個人の理解不足

学校での人権・同和教育の不十分さ

行政の人権・同和教育の啓発の不十分さ

わからない

その他

不明

（総数 758人）
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４．子どもの同和地区出身者との結婚について

■　問23　（１） 既婚の方のみお答えください。　　仮にあなたのお子さんの結婚しようとする相手が、
　 　　　 同和地区の人であるとわかった場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）

子どもの意志を尊重。

親が口だしすべき

ことではない

65.6%

親としては反対する

が、子どもの意志が

強ければ仕方がない

28.8%

家族や親戚の反対

があれば、結婚を

認めない

4.0%

絶対に結婚を

認めない

1.6%

総数(625人)
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５．同和地区出身者との結婚

■　問23　（2） 未婚の方のみお答えください。　　仮に、あなたが同和地区の人と知り合い結婚しようと
　 　　　 したとき、親や親戚から強い反対を受けた場合、あなたはどうしますか。（○は１つ）

自分の意思を貫いて

結婚する

26.9%

親の説得に全力を傾

けた後に自分の意思

を貫いて結婚する

55.4%

家族や親戚の反対

があれば結婚しな

い…

絶対に結婚しない

3.4%

総数(175人)
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６．同和問題に関する人権上の問題

■　問24　同和問題に関して、現在どのような人権上の問題が起きていると思いますか。
    （○はいくつでも）

51.5

20.7

26.3

6.9

36.4

12.3

0.5

10.2

17.2

7.3

0 10 20 30 40 50 60 70

結婚問題で周囲が反対すること

就職・職場で不利な扱いをするこ

と

差別的な言動をすること

差別的な落書きをすること

身元調査をすること

インターネットを利用して差別的

な情報を掲載すること

その他

特にない

わからない

不明

（総数 758人）
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７．同和問題の解決に対する態度

■　問25　同和問題の解決に対するあなたの態度はどうですか。（○は１つ）

1.5

14.0

7.1

46.0

23.9

7.5

0 10 20 30 40 50 60

これは同和地区の人だけの問題だから、自分

とは直接関係のない問題だと思う

自分ではどうしようもない問題だから、成り行き

にまかせるより仕方がないと思う

自分ではどうしようもない問題だが、誰かしか

るべき人が解決してくれると思う

基本的人権に関わる問題だから、自分も市民

の

一人としてこの問題の解決に努力すべきである

よく考えていない

不明

（総数 758人）
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８．同和問題の解決に必要なこと

■　問26　同和問題の解決に必要なことはどのようなことだと思いますか。（○は３つまで）

24.3

49.2

23.0

15.7

25.3

11.7

4.1

13.2

9.1

0 10 20 30 40 50 60

同和問題にかかる人権相談所や電話

相談所を充実させる

同和問題を解決するための教育・啓発

活動を推進する

同和関係者が自立して生活しやすい

環境にする

えせ同和行為を排除する

同和問題について、自由な意見交換

ができる環境をつくる

インターネットを利用して差別的な情報

を掲載することに法的な規制を加える

その他

特にない

不明

（総数 758人）
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１．外国人と貸家

■　問27　日本で暮らす外国人が貸家を探していました。たまたま、適当なアパートを見つけたので申し
　　込んだところ、外国人であることで、家主は貸すことを断りました。このような家主の態度につ
　　いて、あなたはどう思いますか。（○は１つ）

第８章　外国人の人権について

外国人という理由でア

パートを貸すのを断っ

たのは差別だと思う

33.6%

アパートは誰に貸すかは家

主の権利であるから、外国

人に貸すことを断っても差

別とはいえないと思う

33.5%

どちらともいえない

25.6%

不明

7.4%

（総数 849人）
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２．在住外国人の生活態度

■　問28　在住外国人の生活態度をめぐって、ＡさんとＢさんの意見が次のように分かれました。
　　あなたの考えはどちらに近いですか。（○は１つ）　

［Aさんの意見］　 人にはそれぞれ民族の文化や生活習慣があるので、それを十分尊重し、いろいろな
　　　　　　　　　　　文化が共存できる社会をつくるべきだ。

［Bさんの意見］　 日本に住む以上、日本の文化や生活習慣に順応し、日本人と同じような生活を
　　 すべきだ。

Ａさんの意見

22.4%

どちらかといえば

Ａさんの意見

37.5%

どちらかといえ

ば

Ｂさんの意見…

Ｂさんの意見

6.0%

不明

7.9%

総数(849人)
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３．外国人の人権を守るために必要なこと

■　問29　外国人の人権を守るために必要なことは、どのようなことだと思いますか。（○は３つまで）

37.3

39.9

43.5

22.5

27.1

32.5

2.5

9.1

0.7

6.8

0 10 20 30 40 50 60

日常生活に必要な情報の外国語による提供

外国人が日本語を学習できる機会を増やす

外国人との交流の促進

学校教育における在住外国人児童・生徒

に対する支援

日本人に対する異文化理解や人権尊重

に向けた啓発活動の促進

外国人のための各種相談体制の充実

特に必要だとは思わない

わからない

その他

不明

（総数 849人）
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１．エイズ感染者とのつきあい

■　問30　もし、職場や地域などで日ごろ親しく付き合っている人がエイズの原因ウイルス（ＨＩＶ）感染者
　　であることが分かった場合､あなたはどうしますか。（○は１つ）

第９章　患者の人権について

今までどおり親し

く付き合う

21.0%

感染しないよう配慮

しながら付き合う

49.5%

できるだけ付き

合いを避ける

6.7%

その他

0.1%

わからない

13.8%

不明

9.0%

総数(849人)
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２．インフォームド・コンセントと患者の権利

■　問31　現在、医療の分野において実施されているインフォームド・コンセント（症状や検査・治療方
　　法について医師が患者に対して複数の選択肢があることを十分に説明した上で同意を得る
　　こと）について、患者の権利としてはどう思いますか。（○は１つ）

41.2

33.5

7.2

3.8

0.4

4.7

9.3

0 10 20 30 40 50

本人又は家族に対して、すべてのことを

説明すべきである

ガンなど生命の危険度の高い病気の症状や治療内

容

などについては、本人または家族に説明すべきであ

る

本人あるいは家族の希望する事項に

ついてのみ説明があればよい

医者等の判断にまかせればよい

説明はいらない

その他

わからない

不明

総数(849人)
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３．ハンセン病回復者に関する人権上の問題

■　問32　ハンセン病回復者に関する事柄で問題があると思うのは､どのようなことだと思いますか。
   （○は２つまで）

39.5

21.2

29.8

0.2

6.6

29.1

9.7

0 10 20 30 40 50

学校や地域おけるハンセン病についての

教育・啓発活動が不十分である

ハンセン病回復者の社会復帰に対する

支援が不十分である

ハンセン病回復者に対する偏見・差別

が残っている

その他

特に問題と思うことはない

わからない

不明

総数(849人)
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１．犯罪被害者への支援活動の認知

■　問33　日本において民間被害者支援団体などによる相談業務など､犯罪被害者への支援活動が
　　展開されていることを知っていますか。（○は１つ）

第10章　犯罪被害者の人権について

知っている

11.1%

聞いたことはあるが詳し

いことは知らない

40.5%知らない

35.1%

不明

13.3%

総数(849人)
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■　問33（付問）　知ったきっかけは何ですか。（○は１つ）

2.1

4.3

84.0

8.5

0.0

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

家族、親戚から聞いた

友人、知人などから聞いた

テレビ、ラジオ、新聞、本などで知った

警察など関係機関・団体が発行する

広報紙や冊子などで知った

その他

不明

総数(94人)
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２．犯罪被害の経験

■　問34　今までに犯罪被害にあったことはありますか。（○は１つ）

犯罪被害にあっ

た

ことがある

6.5%

自分はないが、家族・

友人が被害にあったこ

とがある

4.9%

犯罪被害にあった

ことはない

75.9%

不明 12.7%

総数(849人)
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３．犯罪被害者が望んでいること

■　問35　犯罪の被害にあった人は､何を望んでいると思いますか。（○はいくつでも）

66.3

49.4

35.0

26.7

43.5

20.6

44.6

32.6

1.4

16.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80

犯人の検挙、処罰

被害の補償（弁償）

犯人からの謝罪

被害者への捜査状況の連絡

犯人からの仕返しなどの不安の除去

報道されないこと

被害にあったことによる精神的ショック

の回復、適切な相談窓口の設置

被害後における経済的支援

その他

不明

総数(849人)
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４．犯罪被害者の支援をしていくために必要なこと

■　問36　犯罪被害者の支援をしていくために､何が必要だと思いますか。（○は３つまで）

25.7

51.0

31.6

36.7

17.2

36.7

14.5

10.7

1.1

14.1

0 10 20 30 40 50 60 70

各種相談の充実、広報

被害後における精神的ショックの軽減、回復

被害後における経済的支援

犯人からの仕返しなどの不安の除去

民間ボランティアや住民組織の支援

再び犯罪被害にあわないための措置

被害者への捜査状況の連絡

弁護士の紹介

その他

不明

総数(849人)
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１．アイヌの人々に関する人権上の問題

■　問37　アイヌの人々の人権問題で、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つまで）

第11章　アイヌの人々の人権について

40.3

10.2

7.4

11.4

19.1

6.0

42.4

0.4

12.6

0 10 20 30 40 50 60

アイヌの人々についての理解や

認識が十分でないこと

結婚や就職において不利な条件

におかれていること

住宅、生活環境など生活水準が低いこと

差別的な言動があること

独自の文化や伝統の保存、伝承が

図られていないこと

特に問題があると思うことはない

わからない

その他

不明

総数(849人)
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１．刑を終えて出所した人に対する態度

■　問38　日頃から親しくつきあっている職場の人や､近所の人が刑を終えて出所した人であると分かっ
　　たとき、あなたはどうしますか。いちばん近いものを選んでください。（○は１つ）

第12章　刑を終えて出所した人の人権について

12.7

42.4

13.1

1.9

17.6

0.7

11.7

0 10 20 30 40 50 60

これまでと同じように、親しくつきあってい

く

つきあいは変わらないが、いろいろ気を

使ってつきあう

表面上はつきあうが、できるだけつきあい

を避けていく

つきあいをやめてしまう

わからない

その他

不明

総数(849人)
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１．インターネットによる人権上の問題

■　問39　インターネットによる人権侵害に関して、現在特に問題になっているのはどのようなことだと思
　　いますか。（○はいくつでも）

第13章　インターネットによる人権侵害について

63.8

25.3

52.2

21.8

44.8

0.9

1.9

14.4

11.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80

他人の身元を暴いたり、誹謗中傷

する表現を掲載すること

差別を助長する表現を掲載すること

出会い系サイトなど犯罪を誘発する

場となっていること

捜査対象となっている未成年者の

実名や顔写真を掲載すること

わいせつ画像や残虐な画像など､

有害な情報を掲載すること

その他

特に問題があると思うことはない

わからない

不明

総数(849人)
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１．性同一性障がい者に関する人権上の問題

■　問40　性同一性障がい者（「からだの性」と「こころの性」が一致しない状態の方）の人権問題につ
　　いて、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○は３つ以内）

第14章　性同一性障がい者の人権について

43.8

12.2

17.9

32.7

16.6

4.0

30.9

0.1

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70

性同一性障がいに対する社会的理解度が低いため、

世間から誤解又は偏見の目で見られること

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におかれるこ

と

地域社会・職場・家庭・待遇など不利な条件におかれるこ

と

性的異常者とみなされ嫌がらせをされたり、べっしょう蔑称

で呼ばれるなど冷やかしの対象となること

性別変更などの法律が不十分なこと

特に問題があると思うことはない

わからない

その他

不明

総数(849人)
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１．人権が尊重される社会に向けた行政の取組

■　問41　人権が尊重される社会を実現するために、行政の施策としてどのような取組が必要だと
　　思いますか。（○は３つまで）

第15章　人権が尊重される社会に向けての取組について

49.2

54.5

35.9

36.4

22.5

16.1

3.4

1.8

6.9

0 10 20 30 40 50 60

人権に関する意識を大人がしっかりと持つよ

う、啓発・研修を充実させる

学校において、人権に関する教育を充実させる

社会に見られる不合理な格差を解消する

ための施策を充実させる

行政機関が、人権侵害を受けた人や、社会的

に弱い立場にある人を支援・救済していく

公務員など公的職場に勤める職員が人権

意識をしっかり持つ

人権侵害を行った人に対し、法的な規制をする

現状の社会で十分人権は尊重されており、

新たな取組は不要である

その他

不明

総数(849人)
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２．人権尊重のための学校教育

■　問42　人権を尊重する心や態度を育むために、学校においてどのような教育を行ったらよいと思い
　　ますか。（○は２つまで）

28.2

31.6

68.1

16.8

25.7

0.6

2.2

5.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

すべての児童・生徒が「自分の人権」について

考えるような教育を進めればよい

「差別をするのは悪いことである。」という意識

を持たせる教育を進めればよい

「人を大切にする心や態度」を育むという視点

の教育を進めればよい

歴史的な経過や、差別の現状などが理解でき

るような教育を進めればよい

障がいのある人や、高齢者とのふれあいの場

を多くし、交流体験を通じた教育を進めればよ

い

そのような教育は必要ない

その他

不明

総数(849人)
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